The Political Issue of Aomori Prefecture in the Post-World War II 1945～2015 by 藤本 一美
戦後青森県の政治的争点
─1945年～2015年─




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































三上隆雄 松尾官平 高橋長次郎(自民) 堀幸光(共産)
青森市 6万8,635票 3万5,438票 1万1,515票 7,437票
弘前市 4万8,516 1万5,188 5,720 5,669
八戸市 3万6,618 2万4,029 3万4,663 3,624
出典：『東奥日報』1989年7月24日より筆者作成
図表② 1991年知事選の三代都市別得票
北村正哉 金沢 茂 山崎竜男
青森市 6万0,330票 4万8,378票 3万5,848票
弘前市 2万6,069 3万4,991 2万1,191






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 県税歳入 リンゴ税 割合
1946年 2,253,698円 1,839,397円 9.1％
1947年 1億69,331,032円 40,305,578円 23.8％
1948年 6億73,370,283円 6億7,307,283円 28.1％
1949年 10億61,394,138円 2億12,058,775円 20.0％













































































年度 名 称 県税 市町村附課税 合計
1946年10月1日 リンゴ移出税 2円 2円 4円
1947年1月28日 リンゴ税 2円 2円 4円
1947年9月5日 リンゴ税 10円 10円 20円
1948年4月1日 リンゴ税 15円 15円 30円
1948年9月1日 リンゴ税 20円 20円 40円
1949年4月1日 リンゴ取引税 15円 15円 30円
1950年4月1日 リンゴ取引税 5円 5円 10円



















































































































「6 3 3 制」の新学期が発足。新制中学が全国に設立された。だが，いずれも，財源
難から中学校舎の建築がはかどらなかった。本県のリンゴ地帯ではリンゴ附課税
という財源があったので，全国で最も早く中学校が建設された〔同上〕。
（26）同上，902頁。
（27）前掲書『青森県議会史 昭和21年～昭和27年』，371頁。
（28）同上，372頁。
（29）同上，373頁，いわゆる“リンゴ・ブーム”は去り，農村には10億円から20億
戦後青森県の政治的争点 419
円に及ぶ不払いと価格暴落のため昭和初期以来の恐慌状態さえ現出していた，と
いわれる〔前掲書『青森県りんご百年史』，903頁〕。
（30）前掲書『青森県議会史 昭和21年～昭和27年』，375頁，県議会は民主党が与党
であったものの，野党民自党と対峙，民自党は小会派と組んでリンゴ税の軽減を
主張した。結局，野党連合派に譲歩して。リンゴ取引税一箱25円を15円にする修
正案でまとまった（前掲書『青森県議会史 昭和21年～昭和27年』，374頁）。
（31）前掲書，『青森県りんご百年史』，902頁。
（32）「りんご産業の拡大」『青森県史 資料編5 復興と改革の時代』〔青森県，
2009年〕，366頁。
（33）前掲書『青森県りんご百年史』，903頁。
（34）前掲書「津島知事とリンゴ」『東奥日報』1950年9月21日。
（35）前掲書『青森県議会史 昭和21年～昭和27年』，376頁，財源不足に陥った県町
村長会は，国の各機関に働きかけて特別平衡交付金の増額を要請した（『東奥日
報』1950年9月21日）。
（36）『東奥日報』1950年9月26日。
（37）前掲書『青森県りんご百年史』，904頁，津島再選をめぐっては，さしあたり藤
本一美『戦後青森県政治史 1945年～2015年』〔志學社，2016年〕，44頁を参照さ
れたい。
参考文献
【1】『青森県りんご百年史』〔青森県りんご百年史記念事業会，1957年〕。
【2】『青森県議会史 昭和21年～昭和27年』〔青森県議会，1959年〕。
【3】『青森県百科事典』〔東奥日報社，1981年〕。
【4】『東奥年鑑 昭和26年版』〔東奥日報社，1951年〕。
【5】藤本一美『現代青森県の政治(上)』〔志學社，2015年〕。
【6】藤本一美『戦後青森県政治史 1945年～2015年』〔志學社，2016年〕。
【7】『社団法人 青森県りんご対策協議会』www.aomori-ringo.or. jp/presentation/
sec01/para03
【8】『青森県史 資料編5 復興と改革の時代』〔青森県，2009年〕。
【9】『青森県りんご百年記念事業会』〔1975年9月17日。
【10】「津島知事とリンゴ」『東奥日報』1950年9月21日。
420 専修法学論集 第130号
